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福井の自然の恵みと幸福に関するシンポジウム 

「リアス海岸の自然・水産・文化：持続可能な未来に向けた社会－生態統合

アプローチ」を開催します 

 

福井県南部（嶺南地方）の沿岸域には、入り組んだ複雑な地形が特徴のリアス海岸が

発達しています。静穏な内湾域は、古くから漁業、養殖、海運など多様な形で人々の暮

らしと地域の経済を支え、多様な文化を育んできました。 

しかしその一方で、湾奥部が狭く水深が浅い地形特性により、平地の集落や沿岸漁場

では津波や大雨などの自然災害のリスクが高いこともリアス海岸の特徴です。富栄養化

などの水質低下、集落の孤立、過疎化といった社会的課題も備わっています。 

本シンポジウムでは、本学の戦略的課題研究推進支援（R5･6）により得られた成果を

海洋生物資源学科の教員（小路淳教授・杉本亮教授・兼田淳史教授）が報告します。 

若狭湾と三陸沿岸を中心事例として蓄積された水産、環境、文化、心理、社会実践な

ど多岐にわたる分野の知見を統合し、自然がもたらす豊かな恵みと、災害リスクや社会

的課題を兼ね備えるリアス海岸周辺地域において、安全・安心で持続可能な地域社会を

共創する道を探ります。リアス海岸で暮らす人々は現状をどう感じ、どのような社会や

将来を望んでいるのか。科学や行政は地域のために何をできるのか。自然科学、社会科

学およびステークホルダーを統合した超学際的視座から、地域の特性に応じた未来のあ

り方を議論し、「海からはじまる地方創生」をめざします。 

 

記 

 

１ 日 時 ： 令和８年３月２６日（木） ９：００～１７：３０ 
 
２ 会 場 ： 東京海洋大学 品川キャンパス 講義棟 32番教室（参加費無料） 

 

３ 表 題 ： リアス海岸の自然・水産・文化：持続可能な未来に向けた社会－生態 

統合アプローチ 

 

 

問合せ先 

 福井県立大学 海洋生物資源学部(小浜キャンパス)  

教授 小路 淳 

TEL 0770-52-6300 (代表) Email j-shoji@g.fpu.ac.jp 
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